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研究成果の概要（和文）：西アジアにおけるヒツジ遊牧の成立過程を解明するため、移牧先農業
の盛衰という新たな視点を導入し、ヨルダン南部ジャフル盆地におけるダム遺構の変遷を追跡
した。その結果、「大型かつ開放的プランの貯留式灌漑農業用ダム」から「小型かつ閉鎖的プラ
ンの貯水専用ダム」への、構造的・機能的変遷が明らかになった。また、前者が定住域寄りに
偏在し、しばしば移牧拠点とペアを成すのに対して、後者は沙漠の奥にまで分布し、通常単独
で運営されていることも判明した。従って、前者は移牧民の本格的な社会インフラ、後者は遊
牧民の簡易インフラと定義される。従来の墓制編年にダム編年が加わったことによって、生（水）
と死（墓）の両面から、遊牧化の過程を辿ることができるようになった。 
 
研究成果の概要（英文）： With a view to tracing the process of pastoral nomadization in the 
Near East, we examined the rise and fall of basin-irrigated agriculture within the flooded 
area of Neolithic barrage systems in the Jafr Basin, southern Jordan. The investigations 
have proved that large-scale, open type of barrages used for basin-irrigated agriculture ｇ
gradually changed into small-scale, more closed type of barrages specializing in tentative 
water storage. Of significance is the fact that while the former focused on the westerly area 
nearer to contemporary farming communities and was often combined with an 
agro-pastoral outpost, the latter penetrated deep into the desert and was usually isolated 
without any related settlement. This fact strongly suggests that the full-fledged social 
infrastructure of initial pastoral transhumants shifted into the ad hoc water-catchment 
facilities in the course of pastoral nomadization. The series of research outcome has 
enabled us to trace the process of pastoral nomadization from both aspects of life (water) 
and death (burial practice). 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究代表者は、前回までの科研調査で、
西アジア初期遊牧民の墓制研究に取り組ん
できた。集落を形成しない遊牧民も、墓だけ
は造る。しかも、視認性の高いケルン墓（積
み石塚）を造る。よって、この墓制面を通し
て、彼らの動向を追跡することが可能であろ
う。こうした展望の下、ヨルダン南部のジャ
フル盆地で遊牧化の経緯を探ってきた。その
成果が、同盆地における初期遊牧民の墓制編
年である。 
 しかし、墓制研究によって編年を構築した
り、遊牧民の系譜を追跡することはできても、
遊牧化自体の動因を解明することは難しい。
そのため別の視点が必要と模索してきたが、
それが、前回の科研調査で明らかになった
「移牧拠点における簡易灌漑農耕」の存在で
ある。移牧とは少数の固定的拠点間を往復す
る牧畜形態を言うが、それを可能にしている
のが移牧先での農耕である。だとすれば、出
先集落での簡易灌漑農耕の不安定化・衰退こ
そが、固定的移牧拠点の放棄、すなわち遊牧
化への直接的な契機となった可能性がある。
こうした新たな展望が本研究の動機となっ
た。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究計画は、以下に述べる二つの展望と
一つの仮説から成る。これらを再検証または
新たに実証することが、本研究の具体的目標
となる。 
展望１：西アジア新石器時代の移牧先では、
ダムによる貯留式灌漑農耕が行われていた。 
 この展望は、前回の科研調査で得られたも
のであり、ワディ・アブ・トレイハ遺跡では
実証済みの事実である。しかし、一遺跡だけ
ではまだ弱い。同盆地周辺での広域分布調査
を通して、新石器時代前半の移牧先で、貯留
式灌漑用ダムが普遍的に用いられていたこ
とを再確認する必要がある。 
展望２：ダムによる貯留式灌漑農耕が固定的
移牧拠点の維持運営を可能にしていた。 
 これも、上記遺跡の調査によって得られた
展望であり、同遺跡では実証済みの事実であ
る。しかし、さらなる裏付けが必要である。
上記分布調査で新たに確認される移牧拠点
とそれに付随するダム遺構の発掘調査を通
して、この展望を再検証したい。 
仮説１：移牧先農業の不安定化・衰退こそが
遊牧化の直接的動因となった。 
 本研究計画の中核を成しているのが、この
仮説である。広範な隣接科学の協力を得て、
移牧先農耕の盛衰とその原因を明らかにし
たい。また、これによって、移牧先農耕の衰

退が固定的移牧拠点の放棄（すなわち遊牧
化）への動因となったことを、多面的に実証
したい。 
  本研究の最終目的は、これらの作業を通し
て、西アジア遊牧化の動因を水利面から明ら
かにすることである。 
 
３．研究の方法 
 
 遊牧化の動因は、常に、それに先行する定
住農耕集落の衰退・再編という視点から論じ
られてきた。しかし、定住農耕と遊牧との間
には時間的・技術的隙間が介在しており、直
接的な比較は齟齬を生みかねない。 
 そこで本研究では、(1)定住農耕と遊牧と
の間に、定住農耕集落からの季節的移牧とい
う中位相を設定した上で、(2)移牧成立要因
としての移牧先簡易農耕に着目し、その盛衰
という新たな視点から遊牧化の動向を探る、
(3)そのため、移牧拠点集落に併設されたダ
ムの発掘調査を実施し、ダム構造の通時的変
化を通して、上記の課題に具体的な展望を与
る、という方法をとった。 
 
４．研究成果 
 
 ヨルダン南部ジャフル盆地において、計 7
件の新石器時代ダムと 1件の隣接出先集落を
発掘調査した。その結果、先土器新石器文化
B の移牧を支えていた「大型かつ開放的プラ
ンの貯留式灌漑農業用ダム（図１）」から、
その後の遊牧民に伴う「小型かつ閉鎖的プラ
ンの貯水専用ダム（図２）」への、構造的・
機能的変遷が明らかになった。 
 

 図１．移牧民の貯留式灌漑農業用大型ダム 

   

  図 2．初期遊牧民の貯水専用小型ダム 



  
 また、この展望を基に再度の分布調査を実
施した結果、貯留式灌漑農業用の大型ダムは、
同時代定住集落域に近接した盆地西部に集
中し、出先集落としばしばセットで運営され
ているのに対して、貯水専用の小型ダムは盆
地東部にまで深く浸透し、しかも出先集落を
伴わないことが判明した（図 3）。このことか
ら、前者が先土器新石器文化 B中・後期の移
牧に伴う本格的社会インフラであったのに
対して、後者は遊牧化の過程で貯水用に縮
小・特化した簡易インフラであることが分か
った。 
 

  図 3．ジャフル盆地におけるダムの分布 

 
 これら調査成果を基に、ダム編年を構築し
た。従来の墓制編年に、ダム編年が新たに加
わったことにより、生（水）と死（墓）の両
面から遊牧化の過程を辿ることができるよ
うになったわけである。この成果は、考古学
的痕跡を残さないと言われてきた遊牧化過
程の研究にとって、大きな突破口を提供する
こととなった。 
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